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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

1、二酸化炭素排出抑制

・化石燃料（ガソリン、軽油、灯油）の使用量削減

・水使用量の削減

・電気使用量の削減

株式会社渋田産業は、地球温暖化での自然環境の変化を考慮し、「より美しい自然
環境」を目標に環境方針を定め社員一同、取組みます。

　株式会社渋田産業は青森県下北半島の本州最北端に位置し総合建設業・運送業・産業
廃棄物中間処理及び収集運搬業など行っております。車両や建設機械の保有台数が多い
為、環境負荷が大きい事からEA21を通じ社会貢献の一貫として社員一同温暖化問題に取
組んで参ります。又、環境関連法規を遵守し社会から信用され選ばれる会社を目指しま
す。

環境経営方針

2，環境関連法規の遵守

3，現場での作業による騒音、振動、粉塵の防止に努めます。

4，廃棄物の削減、分別、リサイクルに努めます。

5，再生資源材及びグリーン購入に努めます。

6，販売する製品の環境配慮に努めます。
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改定日： 2022年10月30日

代表取締役社長 澁田　愼也



□組織の概要 更新日：

名称及び代表者名

株式会社渋田産業　

代表取締役社長　澁田　愼也

設立　昭和45年9月26日

所在地

本　社      青森県下北郡大間町大字大間字中山16-3
大間リサイクルセター　　青森県下北郡大間町大字大間字大間平20-52
(産業廃棄物中間処分場）　　

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　大間リサイクルセンター所長澁田　誠 TEL：0175-37-3720

担当者 総務部 松田　修久 TEL：0175-37-4335

事業内容

総合建設業・運送業・産業廃棄物中間処理・収集運搬業

事業の規模

資本金　2.100万円令和3年度売上高　153.000万円

従業員　　　　　名
延べ床面積　　　㎡

事業年度令和4年10月1日〜令和5年9月30日

組織図

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：株式会社　渋田産業

対象事業所：本　社

大間リサイクルセンター

渋　田　産　業

大間リサイクルセンター

産

廃

部

送

部

総

務

部

建

設

部

（５）

（６）

（７）

（８）

本社

43　名

6,000　㎡

大間リサイクルセンター

5　名

9,600　㎡

合　　　計

48　名

15,600　㎡

本　　社

（１）

（２）

（３）

（４）

2023年10月30日

運

株　式　会　社
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□事業や製品（商品）の紹介

事業内容：総合建設業・運送業・産業廃棄物中間処理及び収集運搬業・砂利採取業務・山砂、黒

土、赤土販売

運送業車両一覧：低床トレーラー42ｔ（1台）25ｔ（2台）20ｔ（1台）高所トレーラー26ｔ（1台）

クレーン付き運搬車12ｔ（3台）10t（1台）6t（1台）4t（1台）ダンプトラック

12ｔ（1台）10t（16台）4ｔ（1台）2t（1台）

建設機械一覧：50ｔラフタークレーン（1台）バックホーハイブリット1.0㎥（2台）バックホー

0.8㎥（10台）0.4㎥（7台）0.25㎥（1台）0.2㎥（2台）ショベルローダー3.2㎥（1台）

2.5㎥（3台）1.8㎥（2台）グレーダー3.2ｍ（1台）キャリアダンプ（2台）ブルトーザ

61Ｐ（1台）30Ｐ（1台）アスファルトフィニッシャー（1台）がれき破砕機-コマツBR

380（1台）木材破砕機-諸岡MC400（1台）タイヤローラー（1台）コンバインドローラ

ー（1台）他

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

二又山　砂採取場 美付　砂採取場
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更新日： 2022年10月30日

社　長

澁田　愼也

環境管理責任者

澁田　誠

環境事務局

松田　修久

社　員 社　員 社　員

総　務

松田　修久

和田眞由美

運送部

伝法　元樹

中塚　信幸

建設部

真手　真一

和田　義信

産廃部

澁田　誠

柴田　篤

社　員



・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの取りまとめ。

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh電力会社の調整後の係数　

総排水量 ㎥ 3,945 3,226

産業廃棄物排出量 3,311.17

トン 3.95 4.00一般廃棄物排出量

2023年2022年

1,600,630.36

2021年単位項　目

1,713,396.13kg-CO2二酸化炭素総排出量

代表者（社長）

澁田　愼也

環境管理責任者

澁田　誠

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの作成

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限

・環境経営レポートの公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境事務局

松田　修久

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加

伝法元樹・中塚信之
建　設　部

真手真一・和田義信

産廃部

渋田誠・柴田篤

全従業員

・環境活動を各現場でチェックし環境管理部に報告する。

・問題点の是正、予防処置の実施

・緊急事態時の手順書作成、訓練の実施、記録の作成。

・環境活動の取組内容を各部門ごとに確認する。

部門責任者

総　務

松田修久・和田眞由美

運　送　部

2,449.55
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0.48

トン

・経営における課題とチャンスを整理し明確にする。



□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

〇
✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減
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評
価

2023年 2024年

2020

（目標） （目標）（基準年) （目標） （実績）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年

電力による二酸化炭
素削減

kg-CO2 68,269 66,904 61,267 66,221 65,539

基準年度比 98% 92% 97% 96%

自動車燃料による二
酸化炭素削減

kg-CO2 1,628.718 1,596.144 1,514.378 1,579.857

基準年度比 98% 93% 97%

98% 85% 97% 96%

1,563.570

96%

67% 97% 96%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 69,897.72 68,500.14 62,781 67,800.86 67,102.57

4,608一般廃棄物の削減 t 4,800 4,704 4,000 4,656

基準年度比

96%

3,891

産業廃棄物の削減 kg 3,687.56 3,613.81 2,449.55 3,576.93 3,540.10

基準年度比 98%

水道水の削減 ㎥ 4,053 3,972 3,226 3,931

基準年度比 98% 81% 97%

・ブラインドやカーテンをりようしての
温度調整

〇

・窓やドアの開閉による温度調整 ◎

24,960
環境に配慮した生産
活動 行動目標（次項による）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇 担当者だけに任せず、気が付いたら声を掛け合い全員で
取り組んで下さい。次年度は取組内容も見直しながら取組
を進めて下さい。

・空調温度の適正化（冷房26℃　暖房24℃） 〇

(オフィス用品購入率） （金額率） 24,000 24,240 25,500 24,720

・焼却炉の電源は温度が下がり次
第止める

◎

グリーン購入の推進 % 102% 105% 103% 104%

・不要照明の消灯 ◎
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2020年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2020年

2022年

2020年

2022年

一般廃棄物の削減
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10月
10,547

9月
11,204 13,456 12,694 15,142 14,637 13,404 10,289 9,841 10,547

3月 4月 5月 6月 7月 8月11月 12月 1月 2月
11,762 11,754

13,6619,493 9,781 10,165 10,731

・アイドリングストップ △
・作業時間や待機時間、走行距離
の短縮化を図っている

〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

11,168 11,883 9,889 11,028 9,832 10,493 9,516

・車両整備や点検等、定期的に
行っている

〇

・重機での作業は、エンジン回転を
抑える。

9月3月 4月 5月
1,559 1,378 1,497

△

10月 11月 12月 1月 2月

まだ削減の余地はあると思いますので次年度も引続き取り
組んで下さい。

6月 7月 8月
1,509 1,464 1,779
1,640 1,441 1,850

1,794 1,564 1,349 1,441 1,359 1,470
1,799 1,457 1,352 1,289 1,489 1,336 1,606 1,342 1,634

56,705
10月 11月 12月 1月 2月

62,536 58,059 39,063 28,505 30,099
59,462 53,497 46,947 33,841 27,448

3月 4月 5月 6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

57,349 52,943 66,267
33.545 41,689 46,921 62,711 56,305 46,914 58,158

9月
35,367 58,809 55,917

数値目標 〇 継続して取組んで下さい。

・ミスコピー紙は、メモ用紙などとし
て利用する。

〇
・荷物届いた際の段ボールや袋な
どは出来るだけ

〇
　再利用する。
・個人のゴミは持ち帰る（弁当の空な
ど） △
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2020年

2022年

産業廃棄物の削減

2020年

2022年

水道水の削減
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400 400 400 400
430

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

400 400 400
10月 11月 12月 1月 2月

290 270 430 530 220 240 360

9月
400 400 400 400 400

3月 4月 5月 6月 7月 8月

290 300 260 380

199 818

10月 11月 12月 1月 2月

数値目標 〇 建設資材等予め計画をたて無駄のないように心がけてくだ
さい。・廃棄物の分別を徹底する。 〇

・フレコン袋など破けない様にして
再使用する。 ◎

・建設資材等、出来るだけ再利用す
る。

〇

9月3月 4月 5月 6月 7月 8月
579

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

518 718
31 404 109 69 99 318 85 74
382 238 285 139 72 92 188 292 579

112 132

〇 車両の洗車と焼却炉での使用が多い為、次年度も重点的
に取組みます。・事務所の掃除の時、節水弁を活用

する。 〇

・車両の洗車時、節水弁を活用す
る。 〇

・焼却炉で水回りの配管の漏れなど
毎日確認する。 〇
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2020年

2022年

グリーン購入の推進

環境に配慮した生産活動

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

がれき破砕機

□外部からの環境上の苦情・要請等
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

230 220 386 310 280

8月 9月
340 296 314 352 377 386380 387 491 239 254 237
72394 366 384 248 216 120

0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 105% 購入する前に、エコ商品の対象となるものがないか確認す
る。エコ商品を優先して購入する。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 ○ 0
0 0
0 0
0

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

0

適用される法規 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）
騒音規制法

消防法（危険物） 危険物の保管

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

　　外部からの苦情などはありません。
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□緊急事態対応の試行・訓練
緊急事態の想定： 消火訓練

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□あり ☑なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし 変更あり

環境経営目標・計画☑ 変更なし 変更あり実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし 変更あり
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初めて使用する人もいて良い経験になったと思います。

2023年6月20日 当社　大間リサイクルセンター

総務部・産廃部・土木部　計11人

消火器を使っての訓練

環境負荷の目標が全項目達成出来た事はまず評価します。

全体的に改善の余地はあると思いますので今後の活動の中で意見を出し合い取組んで下さい。

実施日： 2023年10月15日



□これまでの環境活動の紹介

集合写真 作業状況

町内清掃活動

水辺サポート（地元の海岸清掃活動）
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許可及び登録内容

木くずの破砕施設

00220017895

許可 平成22年12月25日
木くず

有効 令和11年12月24日

焼却施設

00220017895

許可 平成22年12月25日 廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維

くず・ゴムくず有効 令和11年12月24日

許可名/許可番号 年月日 事業計画・事業の範囲（事業区分、産廃物の種類）

収集運搬業

00210017895

許可 平成21年7月30日 廃プラスチック類　金属くず　ガラスくず　コンクリート
くず及び陶磁器くず（これらについて石綿含有産業
廃棄物であるものを含む）有効 令和11年12月13日

切断施設

00220017895

許可 平成22年12月25日 廃プラスチック類・木くず・ゴムくず・金

属くず有効 令和11年12月24日

破砕分別施設

00220017895

許可 平成22年12月25日
廃石灰ボード

有効 令和11年12月24日

がれき類の破砕施設

00220017895

許可 平成22年12月25日 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器

くず・がれき類有効 令和11年12月24日

破砕施設（移動式）

00220017895

許可 平成22年12月25日 廃プラスチック類・木くず・ガラスくず

コンクリートくず及び陶磁器くず有効 令和11年12月24日

破砕機【ｶﾞﾗ

ﾊﾟｺﾞｽ】

640ｔ/日

ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁
1 ﾊﾟﾜｰﾁｯﾊﾟｰ

62.304ｔ/日

木くず
1

天日乾燥施設
13.7㎥/日

汚泥（無機性のもの

に限る）

1 焼却破砕

2.26ｔ/日

廃プラスチック類、紙く

ず、木くず、繊維くず、ゴ

ムくず

1

設備名 能力・産廃の種類 台数 設備名 能力・産廃の種類 台数

切断施設

00220017895

許可 平成22年12月25日
木くず

有効 令和11年12月24日
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1

木材切断施設
木くず2.5ｔ/日

1

ﾎﾞｰﾄﾞクラッ

シャー

3.28ｔ/日

廃石膏ボード
1

切断施設

廃プラスチック類2.1ｔ/日

木くず3.0ｔ/日

ゴムくず3.12ｔ/日

金属くず12.43ｔ/日



廃棄物の処理工程（令和4年4月～令和5年3月） ＜単位ｔ＞

廃棄物の種類（数量） 処理方法 処理後の品目

破砕930.16

焼却254.62
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焼　却

290.38

破砕

116.65

破砕　62.53

天日乾燥

0.00

燃え殻26.00

破砕

5087.11

切断　53.13

切断20.00

再生砕石

5057.11

木くず

20.00

スクラップ

53.13

薪　　20.00

販売等先

建設業者他

3387.11

民間　17.00

受入量合計

6,817.08

販売合計

4387.40

ガラスくず、
コンクリートく
ず及び陶磁
器くず
116.65

石膏ボード

62.53

汚泥（無

機性）

0.00

木くず

185.57

廃プラス

チック類

紙くず

13.17

繊維くず

7.83

建設混合

廃棄物

燃え殻

63.83

木くず（抜

根等）

1184.78

自社・建設業
者他　930.16

がれき類

5087.11

金属くず

53.13
スクラップ業者
53.13

木材ﾁｯﾌﾟ
930.16


